 テーマ・：日本の東アジアへの「拡大」をどう見るのか？

 君は日露戦争に賛成する？　反対する？



○考えて欲しい事（テーマの説明）
 　１９０４年、日本は世界の大国ロシアとの戦争状態に突入した。「東洋の巨人」と

 よばれたロシアに対して、「アジアの小人」と呼ばれた日本が戦いをしかけた。

 　おおかたの予想は、日本の敗戦。しかし戦争の最初は、日本の得意の奇襲攻撃のせ

 いで、ふいをうたれたロシアは対応が遅れ、朝鮮国内や朝鮮・中国国境に配置された

 ロシア軍は敗退を重ね、日本軍はリャオトン半島のロシア軍基地を包囲するにいたっ

 た。

 　この戦争を始めるにあたって、日本国内の世論は割れた。「ロシアを撃って朝鮮・

 中国を支配下にいれるべし」との主戦強硬派と「人道に反する殺人＝戦争絶対反対」

 の反戦派を両極に、国論は種々に乱れた。「ロシアと協調して朝鮮・中国を二国で分

 けよう」との消極的戦争遂行派もあれば、「家庭の幸せを壊す戦争はいや」と　戦争

 を嫌がる人々まで。

 　ここで問われたのは「ヨーロッパの強国の世界征服が進む中で、日本は東アジアの

 国々に対して、どんな態度で臨むか」ということ。あとから見れば、この時の議論の

 行方がその後の日本の歴史を決めている。

 　もし君たちがこの時代の日本に生きていたら、日露戦争に対してどんな態度をとる

 のだろうか。

 　次の事を勉強した上で「賛成」「反対」に別れて討論してみよう。

 　　　・日露戦争の実態

 　　　・日露戦争の背景（戦争の目的や世界の国々の動き）

 　　　・日露戦争に対する日本内外の人々の反応



○調べる事とポイント
　　・自分は日露戦争に「賛成」の立場で行くか「反対」の立場でいくかを決める。

・賛成の時 
→賛成の理由を考え、反対意見をつぶすための資料をさがす。





 日露戦争に賛成の理由と反対意見をつぶす資料を捜す




・反対の時 
→反対の理由を考え、賛成意見をつぶすための資料をさがす。




 日露戦争に反対の理由を考え、賛成意見をつぶす資料を捜す




○分担の方法
　　・賛成班・反対班の内部で討論して、「理由」と相対する意見をつぶすポイントは何

　　　かを考える。

　　・ポイントにそって調べることを分担する。

○発表の方法
　　・班のまとめプリント
裏表印刷で１枚（「理由」と相手にたいする意見）




　　・その他ＯＨＰや写真など

○今後の予定　　　　　　　　　　　　　　　　い

 テーマの説明


 　６　時間



 分担を決めるための討論


 　１　時間



 図書館などで調べ、まとめる時間


 　３　時間



 発表と討論


 　２　時間



 まとめの授業


 　２　時間



